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「小児保健研究」等の原稿の投稿や編集に関するお問い合わせは下記にお願いします。
〒160‒8306　東京都新宿区西新宿５丁目25番11号　㈱日本小児医事出版社内　「小児保健研究」編集部
ＴＥＬ：03‒5388‒6008（小児保健研究専用）ＦＡＸ：03‒5388‒5193　E-mail：shounihoken@viola.ocn.ne.jp

本号では，HTLV-１母子感染に関する提言，摂食行動
と離乳に関する総説，子育て支援に関する視点と投稿論文
として報告７編を掲載しています。報告７編のテーマも疾
患，発達障害，子育てなど小児保健研究らしい多様な論文
です。その一方で，本号全体として苦しみをもつ当事者の
立場を大事にした支援のあり方がさまざまな領域で模索さ
れていることも読み取ることができます。専門家は，苦し
みをもつ人たちに対して時として学問的な知見からの「正
解」を無自覚なまま押しつけてしまっていることがありま
す。当事者への的確なアセスメントをせぬまま，専門家が
自らの経験を基に当事者を「わかったつもり」になってし
まったことが原因となって，当事者の状況とはマッチしな
い一方的なメッセージが生みだされてしまうのかもしれま

せん。従来の専門家と当事者には主従関係のようなものが
前提としてあったため，当事者は自らの苦しみを自分の言
葉で表現できぬまま専門家の言葉を飲み込んできたのだと
思います。現代社会はますます多様化し，苦しみをもつ人
の心のうちや，その背景にある問題は，専門家のこれまで
の経験では想定できないものも多々あることでしょう。専
門家であり支援者であるわれわれは，目の前の苦しみをも
つ人の声に耳を傾けつつ，その人に対する最善の支援は何
であるか懸命に考える必要があるように感じます。そのよ
うな支援に小児保健研究の数々の論文が助けになることを
願ってやみません。

（長谷川智子）
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